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UCS Manager/Central構成の変換
IMM移行ツールでUCSデバイスを追加し、[次へ（Next）]をクリックすると、ユーティリティ
がバックエンドで実行され、ハードウェアインベントリと構成を検証して、デバイスが IMM
と互換性があるかどうかを確認します。

デバイスに接続し、既存の論理属性を複製します。これらには、プロファイル、ポリシー、

プール、およびテンプレートが含まれます。

[Intersightへのプッシュ（Push to Intersight）]タスクが正常に完了すると、Intersightアプリケー
ションは変換されたオブジェクトを更新時に反映します。

換算の前提

IMM移行ツールでの変換プロセスの前提条件は次のとおりです。

1. イーサネットネットワーク制御ポリシー：Intersightのイーサネットネットワーク制御
ポリシーは、UCSManager/Centralの 2つの異なる情報ソースを使用して作成できます。

•サーバー vNIC：UCS Manager/Centralのネットワーク制御ポリシーへのマッピング

•アプライアンスポート：UCSManagerのアプライアンスネットワーク制御ポリシー
へのマッピング

UCS Manager/Centralのネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイーサネット
ネットワーク制御ポリシーを作成する場合、Intersightのイーサネットネットワーク制御
ポリシーの名前はUCSManager/Centralのネットワーク制御ポリシーと同じになります。

UCS Managerのアプライアンスネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイー
サネットネットワーク制御ポリシーを作成しているときに、Intersightのイーサネット
ネットワーク制御ポリシーの名前は、UCS Managerのネットワーク制御ポリシーの名前
に [_appliance]というサフィックスが付けられます。
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2. イーサネットネットワークグループポリシー：UCS Manager/Centralには、同等のイー
サネットネットワークグループポリシーはありません。イーサネットネットワークグ

ループポリシーの詳細は、VLANグループから取得できます。各 VLANグループには
VLANの詳細があり、それらの詳細はイーサネットネットワークグループポリシーの
作成に使用されます。イーサネットネットワークグループポリシーの名前は、VLAN
グループの名前と同じになります。

3. イーサネット QoSポリシー：UCS Manager/Centralの QoSポリシーは、Intersightでイー
サネットと FC QoSポリシーに分割されます。

4. ファイバチャネルネットワークポリシー：UCS Manager/Centralには同等のファイバ
チャネルネットワークポリシーはありません。ファイバーチャネルネットワークポリ

シーの詳細は、サーバープロファイル（Intersight）の作成中に取得できます。ファイ
バーチャネルネットワークポリシーの名前は、SAN接続ポリシーと vHBAの名前に由
来します。

5. ファイバチャネル QoSポリシー：UCS Manager/Centralの QoSポリシーは、Intersightで
イーサネットと FC QoSポリシーに分割されます。

6. IMCアクセスポリシー：インバンドネットワーク設定の IPv4および IPv6アドレスの
異なる IPプールを持つ UCSManager/Centralのサービスプロファイルの IMCアクセスポ
リシーの作成は、現在サポートされていません。UCSManager/Centralには、同等の IMC
アクセスポリシーはありません。IMCポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取
得できます。各サービスプロファイルには、インバンドネットワーク、IPv4および IPv6
プールがあります。この情報を使用して、IMCアクセスポリシーが作成されます。

• IMCアクセスポリシーの名前は、インバンドネットワーク VLANおよびインバン
ドプールの名前を使用して派生します。名前は、最大 64文字まで指定できます。

• UCS Manager/Centralでは、サービスプロファイルで IPv4プールと IPv6プールを選
択するための個別のオプションがありますが、Intersightでは、IMCアクセスポリ
シーで IPプールを選択するオプションは 1つだけです。Intersightで IMCアクセス
ポリシーを作成する前に、UCS Manager/Centralの IPv4および IPv6プールを単一の
プールにマージすることをお勧めします。しかし、これは実装が複雑です。変換中

に、2つの異なる IPプールに属するインバンド IPv4および IPv6アドレスを持つサー
ビスプロファイルがある場合、IPv4固有のプールのみが IMCアクセスポリシーの作
成に考慮されます。

7. IPMIオーバー LANポリシー：Intersightの IPMIオーバー LANポリシーは、UCS
Manager/Centralの IPMIアクセスプロファイルにマッピングされます。IPMIアクセスプ
ロファイルの IPMIユーザー関連情報は、Intersightのローカルユーザーポリシーに移動
されます。

8. iSCSIブートポリシー：UCSManager/Centralに相当する iSCSIブートポリシーはありま
せん。 iSCSIブートポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取得できます。各
サービスプロファイルには、独自の iSCSI vNICセクションがあります。iSCSI vNICの詳
細は、サービスプロファイルの iSCSIブートパラメータセクション内にあります。この
情報を使用して、iSCSIブートポリシーが作成されます。
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• iSCSIブートポリシーの名前は、サービスプロファイルと iSCSI vNICの名前を使用
して派生します。

• UCS Manager/Centralには、iSCSI vNICノードおよび個々の iSCSI vNICの IQNプー
ル /イニシエータ名を提供するオプションがあります。Intersightには、個々の iSCSI
vNIC用のそのようなオプションはありません。Intersightの場合、IQNは LCPレベ
ルにあります（vNICにはありません）。

•通常、UCS Manager/Centralには、vNIC用に 2つの iSCSIブートターゲットを作成
するオプションがあり、各ターゲットには独自の CHAP詳細があります。ただし、
Intersightには、iSCSIターゲットの CHAP詳細を提供するオプションが 1つしかあ
りません。

• CHAP認証では、ポリシーの作成中にデフォルトパスワードが考慮されます。

9. iSCSI静的ターゲットポリシー：UCSManager/Centralに同等の iSCSI静的ターゲットポ
リシーはありません。 iSCSI静的ターゲットポリシーの詳細は、サービスプロファイル
から取得できます。各サービスプロファイルには、独自の iSCSIブートパラメータセク
ションがあります。これらの iSCSIブートパラメータを使用して、Intersightで iSCSI静
的ターゲットポリシーが作成されます。単一の iSCSIインターフェイスの場合、優先順
位に基づいて複数のターゲットが存在する可能性があります。したがって、iSCSIター
ゲット名は、サービスプロファイル名、iSCSIインターフェイス名、および iSCSIター
ゲットの優先度の組み合わせとして設計されます。

10. LAN接続ポリシー：UCS Manager/Centralでは、vNICを複数の方法で設定できます。

1. インライン vNIC

•スタンドアロン vNICの使用

• vNICテンプレートの使用

2. LAN接続ポリシー

•スタンドアロン vNICの使用

• vNICテンプレートの使用

UCSManager/Centralでは、LAN / SAN接続ポリシー、または vNIC / vHBAテンプレート
を使用するかどうかにかかわらず、インライン vNIC / vHBAのいずれかにすることがで
きます。接続を構成する唯一の方法であるため、考えられるすべての組み合わせが考慮

され、それに応じて Intersightの LAN / SAN接続ポリシーに変換されます。

11. 電源ポリシー：UCSManagerでは、グローバルポリシーの電源ポリシーセクションが、
Intersightのシャーシプロファイルで使用され電源ポリシーとして変換されます。

12. SDカードポリシー：UCSManager/Centralに相当するSDカードポリシーはありません。
このポリシーは、UCSManager/Centralのローカルディスク構成ポリシーから情報を読み
取ることで作成できます。UCSManager/Centralのローカルディスク構成ポリシーで構成
された Flexflashがある場合、同等の SDカードポリシーが Intersightで作成されます。
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13. [ストレージポリシー（Storage Policy）]：

•ストレージプロファイルのローカル LUNでの自動展開

すべての仮想ドライブは、デフォルトで [自動展開（AutoDeploy）]です。オプショ
ンが [no-auto-deploy]に設定されている場合、サービスプロファイルでマップされた
VDとストレージポリシー VDは同じ名前にする必要があります。名前が異なる場
合は、無効な構成です。

• UCS Manager/Centralの LUNセットは、Intersightのシングルドライブ RAID構成に
相当します。

• LUNセット内のすべてのディスクスロットを単一の番号のアレイにマージしま
す。

•すべてのドライブのVD構成は同一である必要があります。各LUNセットに異
なる VD構成がある場合は、無効な構成としてフラグを立てます。

• M.2ドライブの構成

• UCS Manager/Centralで [未指定（Unspecified）]に設定されている LUNサイズは、
ExpandToAvailフラグが Trueに設定されている仮想ドライブに対してのみ使用する
必要があります。フラグが Falseに設定されている場合、それは無効な構成です。

•特定のストレージプロファイルと汎用ストレージプロファイルを持つ UCS
Manager/Centralのサービスプロファイルをマージして、Intersightで単一のストレー
ジプロファイルを形成します。

14. [VLANポリシー（VLAN Policy）]：

Intersightの VLANポリシーは、UCS Managerの VLANセクションにマップされます。
UCSManagerでは、VLANの作成中にファブリック ID（Aまたは B、または両方）を選
択するオプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一環と
して、ファブリック IDの値が VLANポリシーの名前にサフィックスとしてファブリッ
ク IDを付加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なるVLAN
ポリシーが作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されている場合、
単一の VLANポリシーが作成されます。共有タイプをプライマリ/分離/コミュニティと
して選択して、プライベートVLANを作成することもできます。プライマリVLANは必
須オプションです。指定しない場合、プライベートVLANの構成はスキップされます。
したがって、デフォルトのマルチキャストポリシーで割り当てられた通常のVLANに変
換します。

15. [VSANポリシー（VSAN Policy）]：

Intersightの VSANポリシーは、UCS Managerの VSANセクションにマッピングされま
す。UCS Managerでは、VSANの作成中にファブリック ID（Aまたは B、または両方）
を選択するオプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一
環として、ファブリック IDの値が VSANポリシーの名前にサフィックスとしてファブ
リック IDを付加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なる
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VSANポリシーが作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されてい
る場合、単一の VSANポリシーが作成されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


